
甲
府
装

明
治
四
十
三
年
十
一
月
七
日
よ
り
同
十
一
日
に
至
る
、
日
敷
五
日
間
、
上
野

出
焚
、
高
崎
、
長
野
、
松
本
、
甲
府
を
糀
て
飯
田
町
蹄
着
、
行
程
三
百
二
十

哩゚
午

前

六

時

十

分

上

野

痰

午

前

八

時

五

十

八

分

高

崎

着

数
育
品
展
覧
會
、
高
等
女
學
校
参
観
。

午

後

二

時

十

八

分

高

崎

焚

午
後
七
時
四
十
九

分

長

野

着

長
野
市
、
鴻
静
館
宿
泊
゜

十
一
月
八
日
（
睛
）

長
野
縣
師
範
學
校
、
中
學
校
、
高
等
女
學
校
、
城
山
小
學
校
参
観
。

長
野
市
、
鴻
静
館
宿
泊
゜

十
一
月
九
日
（
暴
）

午

前

六

時

三

十

五

分

長

野

装

午

前

九

時

十

五

分

松

本

着

高
等
女
學
校
、
中
學
校
、
松
本
（
開
智
）
小
學
校
参
観
。

十
一
月
十
日
（
雨
）

女
子
師
範
學
校
、
同
附
蜀
小
學
校
参
観
。

午

後

三

時

松

本

焚

午

後

九

時

甲

府

着

甲
府
、
米
倉
旅
館
宿
泊
゜

十
一
月
十
日
（
暴
）

男
女
師
範
學
校
参
観
。

午
後
四
時
五
十
五
分

分
握

（
赦
室
係
）

（
教
具
係
）

（
赦
材
係
）

（

成

績

品

係

）

義

茂

君

（
教
授
の
質
察
）
田
中
賓
君

（
美
感
的
施
設
）
岡
登
貞
治
君

（
ス
ケ
ッ
チ
係
）
中
島
英
二
郎
君

（

日

誌

係

）

久

君

⑤

平
子
鐸
嶺
死
去

明
治
四
十
四
年
五
月
十
日
、
平
子
鐸
嶺
（
本
名
尚
）
が
三
十
五
歳
の
若
さ
で
病

死
し、

非
常
に
措
し
ま
れ
た
。
鐸
嶺
は
明
治
十
年
三
重
県
津
市
に
生
ま
れ
、
同

二
十
九
年
本
校
絵
画
科
（
日
本
画
）
第
二
年
終
了
後
西
洋
画
科
に
転
入
し
、
同―――

十
四
年
に
卒
業
し
た
。
翌
一
―
―
十
五
年
金
港
堂
に
就
職
。
三
十
六
年
東
京
帝
室
博

物
館
嘱
託
兼
内
務
省
嘱
託
と
な
り
、

一
時
『
馬
酔
木
』
の
編
集
員
と
も
な
っ

た
。
三
十
九
年
哲
学
館
講
師
就
任
。
四
十
年
内
務
省
古
社
寺
保
存
計
画
調
査
嘱

託
。
四
十
三
年
古
社
寺
保
存
会
委
員
。
本
校
在
校
中
か
ら
『
仏
教
』
『
東
京
美

術
学
校
校
友
会
雑
誌
』
『
新
仏
教
』
等
に
論
文
を
寄
稿
し
、
卒
業
後
は
『
馬
酔

木
』
『
東
洋
哲
学
』
『
新
仏
教
』
『
国
華
』
『
考
古
会
』
『
太
陽
』
『
歴
史
地

理
』
『
建
築
雑
誌
』
『
史
学
界
』
『
史
学
雑
誌
』
『
宗
教
界
』
『
学
燈
』
『
美

吉
田

中
根

安
藤

孝
治
君

湧
ロ

中
津

午
後
十
時
四
十
分

解
散
。

安
彦
君

満
君

秋
山

山
本

四
郎
君

任
君

文
一
君

佐
藤
七
之
助
君

野

口

渉

君

堀

秋

成

君

今
井
伴
次
郎
君

飯
田

飯
田
町
着

筑
瀬
由
太
郎
君

山

岸

貞

一

君
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平 子 鐸出

術
新
報
』
『
絵
画
叢
誌
』
『
聖

徳
』
『
日
本
及
日
本
人
』
『
六

大
新
報
』
及
び
新
聞
等
に
仏

教
美
術
に
関
す
る
論
文
や
論

説
を
執
筆
。
特
に
法
隆
寺
再

建
非
再
建
論
争
の
折
り
に
非

再
建
論
の
先
頭
に
立
ち
、
喜

田
貞
吉
と
論
争
を
繰
り
広
げ

た
こ
と
は
有
名
で
、
本
校
卒
業
生
の
な
か
で
は
大
村
西
崖
、
関
保
之
助
、
戸
部

隆
吉
ら
と
同
様
に
学
問
的
な
業
績
を
あ
げ
て
異
彩
を
放
っ
た
。

五
月
十
四
日
、
築
地
本
願
寺
別
院
で
追
悼
会
が
行
わ
れ
、
中
川
忠
順
、
今
泉

雄
作
、
正
木
直
彦
、
黒
板
勝
美
、
ラ
ン
グ
ド
ン

・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
百
五

十
名
が
参
会
し
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
友
人
た
ち
が
『
柏
の
お
ち
葉
』
を
刊

行
。
墓
は
郷
里
津
市
の
浄
安
寺
に
建
て
ら
れ
た
。
四
十
四
年
十
月
に
は
法
隆
寺

山
内
に
鐸
嶺
供
養
の
石
製
五
輪
塔
が
建
立
さ
れ
、
十
月
十
六
日
に
挙
行
さ
れ
た

そ
の
供
養
式
に
は
黒
板
勝
美
、
大
槻
文
彦
、
岡
倉
覚
――-
、
カ
ー
チ
ス
（
ポ
ス
ト
ン

博
物
館
日
本
部
長
）
そ
の
他
の
有
識
者
が
参
会
し
た
が
、
こ
の
と
き
演
壇
に
立
っ

た
岡
倉
は
法
隆
寺
の
研
究
と
保
護
を
目
的
と
す
る
法
隆
寺
会
の
結
成
を
提
唱

し
、
自
ら
尽
力
す
る
意
志
の
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
が
―
つ
の
発
端
と
な
っ

て
、
の
ち
に
正
木
直
彦
、
黒
板
勝
美
ら
の
尽
力
に
よ
り
法
隆
寺
の
一
大
支
援
団

体
で
あ
る
聖
徳
太
子
奉
讃
会
が
設
立
さ
れ
た
（
大
正
十
年
）
。
な
お
、
大
正
三
年

に
は
鐸
嶺
の
論
文
―
―
―
十
四
篇
と
友
人
た
ち
の
文
を
収
録
し
た
『
仏
教
芸
術
の
研

究
』
が
友
人
た
ち
の
手
で
刊
行
さ
れ
、
昭
和
四
十
九
年
に
は
野
田
允
太
著
『
鐸

嶺
平
子
尚
先
生
著
作
年
表

・
略
歴
』
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て

⑥

上
宮
太
子
祭
と
紀
念
展
覧
会

明
治
四
十
四
年
六
月
十
一
日
、
本
校
の
新
築
大
講
堂
で
国
華
倶
楽
部
主
催
の

上
宮
太
子
祭
が
催
さ
れ
、
当
日
と
翌
日
の
二
日
間
、
本
校
主
催
の
太
子
祭
紀
念

展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
九
巻
第
十
号
は

「
上
宮
太
子
祭
及
紀
念
展
覧
会
号
」
と
し
て
発
行
さ
れ
て
お
り
、
次
に
掲
げ
る

発
行
主
旨
の
な
か
に
行
事
の
目
的
も
記
さ
れ
て
い
る
。

上
宮
太
子
祭
の
濫
崩

日
出
國
千
三
百
有
餘
年
の
昔
、
推
古
天
皇
の
御
宇
、
凡
百
の
制
度
を
定
め
ら

れ
、
文
化
を
促
進
せ
ら
れ
、
藝
術
を
焚
展
せ
し
め
ら
れ
た
る
ほ
、
厩
戸
豊
聰

耳
皇
子
と
稲
へ
奉
り
し
、
上
宮
聖
徳
太
子
の
賜
な
り
と
す
。
故
に
藝
術
家
に

在
り
て
は
、
太
子
は
宜
に
斯
道
の
先
逹
と
し
て
、
将
た
恩
師
と
し
て
、
一
日

も
忘
る
べ
ぎ
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
我
東
京
の
美
術
家
圃
罷
た
る
國
華
倶
楽
部

は
妓
に
見
る
所
あ
り
。
客
歳
阿
佐
太
子
の
筆
と
傭
ふ
る
太
子
の
御
影
寓
を
本

尊
と
し
て
、
四
月
十
一
日
を
卜
し
、

忍
が
岡
の
韻
松
亭
に
て
其
祭
祀
を
畢
行

し
た
り
し
が
、
今
妓
明
治
四
十
四
年
六
月
十
一
日
に
は
、
祭
場
を
東
京
美
術

學
校
の
新
築
大
講
堂
と
定
め
、
同
校
教
授
―
帝
室
技
藝
員
高
村
光
雲
翁
の
謹
刻

に
成
り
た
る
太
子
の
御
像
を
本
尊
と
し
て
、
因
縁
最
も
深
き
大
和
國
の
法
隆

寺
管
主
を
招
き
て
開
眼
の
式
を
行
ひ
、
酒
餓
を
具
へ

、
舞
楽
を
奏
し
て
、
盛

な
る
祭
祀
を
な
し
、
別
に
東
京
美
術
學
校
に
於
て
は
、
之
れ
を
機
と
し
て
、

太
子
に
開
係
あ
る
営
代
の
遺
品
等
を
展
観
せ
り
。
今
故
に
太
子
祭
及
展
覧
會

に
開
す
る
事
柄
を
蒐
録
す
る
は
、
音
に
此
盛
典
を
紀
念
せ
ん
と
す
る
の
み
に

あ
ら
ず
、
亦
太
子
の
恩
徳
の
深
く
高
き
を
値
へ
ん
と
欲
す
る
微
衷
に
外
な
ら

研
究
に
燃
え
尽
き
た
生
涯
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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